
平成30年6月吉日 

佐賀県理学療法士会 会員各位 

佐賀県作業療法士会 会員各位 

佐賀県言語聴覚士会 会員各位 

佐賀県訪問リハビリテーションネットワーク 

世話人 大川内直木 高原由紀子 石田有里 

 

佐賀県訪問リハビリテーションネットワークのご案内 

 

若葉青葉の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素より当ネットワークの活動にご理解とご協力を

賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、当研修会ですが、長く間が空いてしまい申し訳ありませんでした。今回より「第16回佐賀県訪問リハビリ

テーション・ネットワーク」を再開いたします。今回は、小城市北部地域包括支援センターより岩本真幸氏、歩氏を

講師に招き、東日本大震災後に福島県に設立された「浜通り訪問リハビリステーション」でのPTとしての活動や地

域の関わり、症例報告をお話して頂きます。また今年度、診療報酬・介護報酬改定があり、現状や課題など情報交換

会ができればと考えています。訪問リハに従事されていない先生方も大歓迎です。ご多用とは存じますが、多数のご

参加を心よりお待ちしております。 

 

☆研修会☆ 

日 時：平成30年7月13日（金） 19：00～ 

ところ：JCHO佐賀中部病院附属介護老人保健施設デイルーム 

内 容：①「浜通り訪問リハビリステーションでの活動について」 

発表者：小城市北部地域包括支援センター 岩本真幸、岩本歩 

    ② 情報交換会          

司会 大川内 直木 

 

＊駐車場はJCHO佐賀中部病院をご利用ください。また、駐車券は会場までお持ちください。 

＊駐車料金が100円かかりますが、ご了承ください。 

＊会場は正面玄関左の時間外入口をご利用下さい。 

 

☆参加ご希望の方は、7月6日（金）までに件名を「訪問リハネットワーク参加」とし、 

①所属 ②氏名 ③職種 を下記アドレスまでお知らせ下さい。 

諸連絡は、お申込みいただいたメールアドレスに致しますので、申し込み後ご確認頂けると幸いです。 

また、何かありましたら遠慮なく下記のアドレスまでご連絡下さい。 

 

佐賀県訪問リハビリテーションネットワーク事務局 

佐賀リハビリテーション病院  言語聴覚士 髙原由紀子 

E-Mail： sagahoumonnet@gmail.com 
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第 15 回 佐賀県訪問リハビリ・ネットワーク 通信 

夏号 2018 

 

初夏の候、平素より本ネットワークにご協力頂き、誠にありがとうございます。 

ご無沙汰しています。1年間企画・運営に至らずで、皆様にはご心配をおかけしています。気

を引き締め、再開したいと思います。 

前回は、平成 29年 3月 14 日に「家族支援により施設から 

自宅復帰につながった事例」というテーマで事例検討を 

行いました。目標と生活イメージを一致させることができると 

本人だけでなくご家族も自宅退院に向けたリハ・行動ができる 

なと改めて感じた事例でした。 

 さて、今年度は医療介護同時改訂がありました。次回は、 

意見交換も含めた時間をと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀県訪問リハビリ・ネットワーク 世話人 

大川内・石田・高原 

★体験★ 

自分の口にオブラートを 

貼り付け、スポンジブラシで 

取り除こう！ 

訪問リハビリに携わって 

通所リハビリテーションひらまつ 

中島 夏海 

今回、訪問リハネットワークにて発表する機会を頂き、たくさんの先輩セラピストの方

からアドバイスや質問を頂いたことで、足りなかった事や、自分になかった関わり方や考

え方を学ぶことが出来ました。在宅にもっとも近い場所でセラピストとして関わる上で、

本人、家族との関わり方、在宅での生活にどれだけ介入できるかということがとても大切

だということを感じた症例様でした。 

私事ですが、病院へ異動となり、訪問リハに携わることはできなくなります。しかし、

訪問リハを通して学んできた、「生活」に対する関わり方・考え方を活かしていければと思

います。 


